
平成２８年度第１回ボランティア市民活動推進協議会 会議録 

 

１．開催日時  平成２８年７月２６日（火） １９時００分から２０時３０分まで 

 

２．場  所  四国中央市保健センター ２階 研修室 

 

３．出 席 者  （会長）大西 誠治 （副会長）西山 由美子 

        （委員）井原 司、大西 裕之、鎌倉 裕基、鈴木 千代子 

            新田 浩介、藤田 英樹、 

        （事務局） 

            社会福祉協議会 近藤 知美 課長 

市民交流課 金崎 佐和子 課長 、守屋 伸康、 

                   大久保 隆文、青木 大    

                                                              

 

４．傍 聴 者  ０名 

 

５．会議内容  １．開会 

         

２．会長挨拶 

         

３．議事 

 

・ボランティア市民活動推進計画進捗状況報告 

 

・ボランティアセンター平成 27 年度実績報告及び平成 28年度事業計画 

 

・今後のボランティア市民活動センターについて 

 

・その他 

         

４．閉会 

 

  



６．会 議 録   

 

発言者 発言内容 

 大西会長挨拶 

会 長 議事１．ボランティア市民活動推進計画進捗状況報告について事務局よりお

願いする。 

 

事務局 四国中央市第２次ボランティア市民活動計画実施事項一覧に基づき説明 

 

 

会 長 今の説明についてご質問、ご意見はないか 

一覧事業の中で５つほど「未着手」になっているが、これはいつからのこと

か。 

 

事務局 計画が平成 26年度策定、実施が平成 27年度なので 1年前から未着手という

ことになる。 

 

委 員 実施項目の「保育・教育におけるボランティア教育の強化」で中学校へ出前

講座をする予定はないのか。 

 

事務局 具体的な動きはまだだが、前向きに出前講座を考えている。 

会 長 では、検討中でよいのではないか。 

 

会 長 他に意見がないようなので、次に議題２ボランティアセンター平成 27 年度

実績報告をお願いする。 

 

事務局 平成 27年度四国中央市ボランティア市民活動センター事業報告書に基づき 

説明、センターの体制の変更等も説明 

 

会 長 委員の方に質問等があればお願いする。 

委 員 災害等があれば、どこが中心となって動くのか。 

事務局長 まず、災害等が予測または起こった場合、市が災害対策本部を立ち上げる。 

そこで、ボランティアが必要との判断になれば、社会福祉協議会と協議をし

た上で、災害ボランティアセンターの本部や現地センターが設置され、現在

のボランティア市民活動センターは、社協が設置する災害ボランティアセン

ターの補完的な役割を果たす。 

 

委 員 私は企業のボランティア団体の代理ということだが、人材育成と養成のとこ

ろで、愛媛大学の先生が講師で講座参加者が 20 名というのはもったいない

と思う。PR活動はどうなっているのか。 

 

事務局 まだ、ボランティア市民活動センターと企業との連携というところまではい

っていない。また災害ボランティアについても企業とか工場まで手が廻らな



くて 16年の台風ではボランティア派遣をお断りした経緯がある。 

ただ、大型スーパーからは、市民交流の場を設けているので、相談や情報発

信に利用してくださいとのことなので、そういうところからの企業連携が考

えられる。 

 

委 員 大型スーパーの件もそうだが、これからは、コーディネーターの方も外に出

て活動をしてはどうかと思う。職員が一緒になって活動すると人間関係がで

きる。 

 

委 員 災害の時に４脚テントでは、災害ボランティアの受付に心もとない。ドーム

テントなどを用意してはどうか。 

事務局長 現在のところ、ドームテントは用意していない。30年度中には、新庁舎や立

体駐車場もできることから、施設利用も考慮した上で検討したい。 

 

委 員 企業からすると「寄付いただきたい」というものを社協だより等に載せてお

くと意外にあるかも知れない。 

 

  会 長 他に意見がなければ、次の議題の説明をお願いしたい。 

 

事務局 今後のボランティア市民活動センターについて説明 

（今後のボランティアセンターの移設や運営について） 

 

会 長 ハード面では、新庁舎の市民交流棟の 1階に入るということ。また、運用面

では、指定管理者から委託業務を検討しているということ。 

事務局 また、ハード面だけではなく、ソフト面、業務の見直しも考えている。 

例えば、ボランティアをする施設の情報提供など 

 

委 員 福祉の関係で地域支援事業とボランティアのつながりはどうなっているの

か。予防とボランティアの関係、例えば、ポイント制にして、地域でごみを

捨てに行くと２５ポイントとか。 

 

事務局 過去にボランティア活性化ツールでスタンプラリーの話も出たが、今後考え

ていく必要がある。 

 

会 長 ゴミ出しの問題から言うと、社協の愛のネットワークで 1時間 700円で電球

交換などなんでもサービスがあるので、賛否両論があると思う。 

市の高齢介護課でも生活支援コーディネーターなどボランティア的なヘルパ

ーを養成しようとしている。地域包括支援システムと地域コミュニティ活性

化事業がうまく結びついて公民館単位で仕組みができればいいと思う。 

 

会 長 他に意見がなければ、その他をお願いする。 

事務局 お知らせと報告 

市民で灯そう 10万の光事業の見直しについて報告 

国体のボランティア募集についてお知らせ 



生活困窮者の自立支援制度について説明 

ボランティアセンター主催の講演会についてお知らせ 

 

会 長 以上で平成 28年度第１回ボランティア市民活動推進協議会を閉会する。 

 


